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ま免がき  

1997年12月に京都で開催された「地球温暖化防止京都会議」において，2000年以降の  
温暖化防止対策と，先進諸国の具体的な温室効果ガス削減目標を定めた「京都議定書」が  

採択された．そして，2005年2月に京都議定書が発効した．地球温暖化対策としては，温  

室効果ガス発生源からの排出量の削減対策方法や，森林等による二酸化炭素の吸収による  

方法等があるが，排出量の削減には限度があり，森林による二酸化炭素の吸収量は重要で  

あると言える．   

森林の広域の変化を長期的かつ定量的に観測するために衛星を用いたリモートセンシン  

グの活用が期待される．衛星搭載センサは電磁波の反射の強さを設定された幅で走査しな  

がら測定するので，得られるデータは2次元多重分光画像となり，分光特性に着目した分  

光情報特徴量と画像の空間的特徴に着目した空間情報特徴量とがある．このうち，分光情  

報特徴量は対象物の分光反射。放射特性に関する特徴量であり，植物の場合には，可視域  

から近赤外域の範囲のスペクトル反射特性より計算される正規化植生指数を用いることが  

できる．一方，空間情報特徴量は隣接する画素との空間的な変化割合の空間的性質を特徴  

づけるもので，テクスチャ特徴量が代表的である．これらの特徴量はいずれも有効なデー  

タであるが，数式として定義された特徴量と実際の植生との関係を対応づけるのは容易で  

はない．リモートセンシングデータを有効に活用するためには定量的な現地調査が不可欠  

である．   

近年，東アジア地域では人為的活動やそれによる環境変化などにより森林が年々衰退し  

ていると言われている．そこで，1999年から3年間にわたり，科学研究費補助金により，  

東アジアの環境モニタリング（EMEA，EnvironmentalMonitoringinEastAsia）プロジェ  

クトを立ち上げ，日本，中国，韓国の国際共同研究により衛星リモートセンシングデータ  

を有効に活用するための手法の検討を行ってきた．さらに，2002年から4年間にわたって，  

新たな科学研究費補助金により同プロジェクトを発展させた．本冊子は2002年以降の研究  

成果をまとめた報告である．   

環境問題は，1つの国だけで解決できる問題でなく，国境を越えた取り組みが求められ  

る．また，広く啓蒙することも大切である．調査研究やミーティングと共にシンポジウム  

開催，学会のセッション企画などの様々な交流を通してお互いの理解を深めるように努め  

た．  
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ータはますます多チャンネル化かつ高解像度化し，得られる情報が膨大になっている．本  

研究の成果はそれらのデータの有効な活用にも多大な貢献をするものと確信する．   

本プロジェクトはフィールド調査の専門家からコンピュータ画像処理の専門家に至るま  

での広範囲の研究者からなる学際的なテーマであり，また，海外の研究者とも共同で進め  

る必要があった．最後に，本プロジェクトの遂行のために献身的な貢献をして頂きました  

研究分担者。協力者ならびに多くの方々に心から感謝申し上げます。  

平成18年3月20日  

村本健一郎  
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研究課題名  

人工衛星データ活用のための東アジアの植生調査  

課題番号  

14404021  

研究種目  

基盤研究（B）（2）  

研究期間  

平成14年度～平成17年度  

研究組織   

研究代表者：村本健一郎（金沢大学。自然科学研究科・教授）   

研究分担者：御影 雅幸（金沢大学。自然科学研究科・教授）  

鎌田 直人（金沢大学。自然科学研究科。助教授）  

川西 琢也（金沢大学。自然科学研究科。助教授）  

久保  守（金沢大学。自然科学研究科。助手）  

小村良太郎（石川工業高等専門学校・助手）  

小池 俊雄（東京大学。工学系研究科・教授）  

露木  聡（東京大学。農学生命科学研究科。助教授）  

串田 圭司（北海道大学。低温科学研究所。助手）  

藤田 政之（東京工業大学。理工学研究科。教授）   

研究協力者：早川 和一（金沢大学。自然科学研究科。教授）  

岩坂 泰信（金沢大学。自然科学研究科。教授）  

劉  紀遠（中国科学院。地理科学与資源研究所。所長）  

庄  大方（中国科学院。地理科学与資源研究所。教授）  

劉  栄高（中国科学院。地理科学与資源研究所。助教授）  

李  杢成（韓国仁荷大学校。地理情報工学科。教授）  

辛  俊換（韓国山林研究院8山林環境部。科長）  

李  承縞（韓国山林研究院。山林環境部。研究官）  

林  鐘換（韓国山林研究院。山林環境部。研究官）  

交付決定額（配分額）  （金額単位：円）  

直接経費   間接経費   合計   

平成14年度   3，500，000   0   3，500，000   

平成15年度   2，600，000   

平成16年度   3，200，000   0   3，200，000   

平成17年度   3，400，000   0   3，400，000   

総計   12，700，000   0   12，700，000   
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井下田寛，加藤賢隆，鎌田直人，江崎功二郎，ギャップ周辺において飛翔するカシノナガ   

キクイムシの分布，日本林学会中部支部中部森林研究，50，pp．81－82，2002．  

加藤賢隆，江崎功二郎，井下田寛，鎌田直人，林分内におけるナラ枯れとカシノナガキク   

イムシ個体群の時間的空間的動態．ⅠⅩ．－ブナ科樹種4種におけるカシノナガキクイム   

シの坑道構築－，第113回日本林学会大会学術講演集，pp，274，2002．  
井卜凹見，刀U膝賢隆，鎌田凰人，江崎切＿即，杯ガn＝こ掛丁る丁フ佗首しどカシノナガキク                                                                    ヽ＿ ■⊥●一1 ＿＿＿＿■ JLr，     1l ′ヽ －1一■▲＿ ヽ ＿ 、 t  ＿．，   t  ヽ・一⊥」  t   t  

イムシ個体群の時間的空間的動態．ⅤⅠⅠⅠ．一風向がカシノナガキクイムシの林分内にお   

ける移動に及ぼす影響－，第113回日本林学会大会学術講演集，pp．277，2002．  

江崎功二郎，加藤賢隆，井下田寛，鎌田直人，林分内におけるナラ枯れとカシノナガキク   

イムシ個体群の時間的空間的動態．X．－ミズナラ立木の枯損動態と穿入率の推移－，   

第113回日本林学会大会学術講演集，pp．278，2002．  

小川靖，三瓶広幸，大久保達弘，鎌田直人，栃木県高原山ブナ。イヌブナ林における結実   

年。非結実年のブナ類種子食性昆虫害，第113回日本林学会大会学術講演集，pp，592，  
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2002．  

鎌田直人，Dahelmi，nuSyirwanHasan，AhsoIHasym，PaulW．Schaefer，片倉晴雄，   

マイマイガの性フェロモン物質（＋）・disparlureを使ったインドネシア産IJymantria属3   

痙のモニタリング，第113回日本林学会大会学術講演集，pp．694，2002．  

小穴久仁，垣内信子，江崎功二郎，伊藤進一郎，御影雅章，鎌田直人，カシノナガキクイ   

ムシの穿孔による壊死変色部と健全材との成分の比較，日本林学会中部支部大会講演要   

旨集，51，pp．30，2002．  

井下田寛，加藤賢隆，鎌田直人，江崎功二郎，林分内の光環境がカシノナガキクイムシの   

空間分布に及ぼす影響，日本林学会中部支部大会講演要旨集，51，pp．31，2002．  

加藤賢隆，江崎功二郎，鎌田直人，生立木に対するカシノナガキクイムシの人工接種，日   

本林学会中部支部大会講演要旨集，51，pp．31，2002．  

笠井三輪，光永徹，伊藤進一郎，鎌田直人，カシノナガキクイムシに被害を受けたミズナ   

ラの抽出成分に関する研究－Ra鮎elea quercivoraのタンナーゼの抽出成分の変化－，   

日本林学会中部支部大会講演要旨集，51，pp．32，2002．  

小村良太郎，久保守，鎌田直人，村本健一郎，森林の空撮画像による画像特徴を用いた樹   

冠解析，日本生態学会，PB2－035，2003．  

小村良太郎，久保守，鎌田直人，村本健一郎，ヘリコプタ空撮画像による森林の樹冠解析，   

第114回目本林学会大会学術講演集，pp．310，2003．  

朴木英治，早川和一，北陸地域における冬季降水中のアジア大陸起源の硫酸イオンと硝酸   

イオンの濃度及び海塩成分の比，第44回大気環境学会年会，2003．  

小穴久仁，垣内信子，江崎功二郎，光永徹，伊藤進一郎，御影雅章，鎌田直人，ミズナラ   

辺材中の加水分解型タンニン関連物質に対するカシノナガキクイムシの応答，第114回   

日本林学会大会学術講演集，pp．177，2003．  

小村良太郎，久保守，鎌田直人，村本健一郎，ヘリコプタ空撮画像による森林の樹冠解析，   

第114回目本林学会大会学術講演集，pp．310，2003．  

加藤賢隆，江崎功二郎，井下田寛，鎌田直人，カシノナガキクムシの繁殖成功度に影響を   

与える要因，第114回日本林学会大会学術講演集，pp．327，2003．  

井下田寛，加藤賢隆，鎌田直人，江崎功二郎，林分レベルにおけるカシノナガキクイムシ   

の移動と分布および関連する要因について，第114回日本林学会大会学術講演菜，   

pp．332，2003．  

国久有希，和田直也，小山里奈，鎌田直人，標高に関係したブナの薬の食害応答と土壌養   

分の関係，第114回日本林学会大会学術講演集，pp．770，2003．  

小穴久仁，垣内信子，江崎功二郎，伊藤進一郎，御影雅章，光永徹，鎌田直人，カシノナ   

ガキクイムシの穿孔による壊死変色部と健全材との成分の比較，日本林学会中部支部中   

部森林研究，51，pp．189－190，2003．  

井下田寛，加藤賢隆，鎌田直人，江崎功二郎，林分内の光環境がカシノナガキクイムシの  
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空間分布に及ぼす影響，日本林学会中部支部中部森林研究，51，pp．191－194，2003．  

笠井美和，光永徹，伊藤進一郎，鎌田直人，カシノナガキクイムシに被害を受けたミズナ   

ラの抽出成分に関する研究－Ra肋elea quercivoraのタンナーゼの抽出成分の変化－，   

日本林学会中部支部中部森林研究，51，pp．195－196，2003．  

井下田寛，鎌田直人，江崎功二郎，林分内の光環境がカシノナガキクイムシの空間分布に   

及ぼす影響日本林学会中部支部大会講演要旨集，52，pp．19，2003．  

′ト相良太郎，鎌田直人，村本健一郎，Liebhold，A．M．，江崎功二郎，異なる空間スケールに   

おけるナラ類枯損の拡散過程の解析日本林学会中部支部大会講演要旨集，52，pp．19，  

2003．  

小穴久仁，垣内信子，江崎功二郎，光永徹，伊藤進一郎，御影雅章，鎌田直人，ミズナラ   

樹皮に塗布したガロ酸。エラグ酸に対するカシノナガキクイムシの応答，日本林学会中   

部支部大会講演要旨集，52，pp．21，2003．  

小村良太郎，江崎功二郎，久保守，村本健一郎，鎌田直人，航空写真によるナラ類枯損被   

害箇所の自動抽出手法の開発，第115回日本林学会大会学術講演集，pp．725，2004．  

服部哲幸，唐寧，田村憲治，鳥羽陽，木津良一，早川和一，東アジアの都市における大気  

中多環芳香族炭化水素及びニトロ多環芳香族炭化水素の組成と主要発生源について，フ  

ォーラム2004：衛生薬学。環境トキシコロジー，2004．  

井下田寛，鎌田直人，江崎功二郎，林分内の光環境がカシノナガキクイムシの空間分布に   

及ぼす影響，日本林学会中部支部中部森林研究，52，pp．107－108，2004  

小穴久仁，垣内信子，江崎功二郎，伊藤進一郎，御影雅章，光永徹，鎌田直人，ミズナラ   

樹皮に塗布したガロ酸。エラグ酸に対するカシノナガキクイムシの応答，日本林学会中   

部支部中部森林研究，52，pp．113－114，2004．  

鎌田直人，Populationdynamicsofthebeechcaterpillar，Syntypistispunctatella，and   

bioticandabioticfactors，第115回日本林学会大会学術講演集，PP．1，2004．  

井下田寛，江崎功二郎，鎌田直人，林分内におけるナラ枯れとカシノナガキクイムシ個体   

群の時間的空間的動態．XI．一風と斜面がカシノナガキクイムシの移動におよぼす相対   

的な影響－，第115回日本林学会大会学術講演集，pp．64，2004．  

小村良太郎，江崎功二郎，久保守，村本健一郎，鎌田直人，航空写真によるナラ類枯損被  
∴ノ∴㌧一－－－r ＿▼、Jし．＝乙I ll ■l■ ＿－r ヽノ1▲ 一。h E∃H ＝′＼／ゝ  ■＿■′・、■  ′－ヽ′、′、 」  

∴一′．‾ ．＿．＿ ＿ ． ．h 十I1 1ヽ′ ノし  】 ノ＼－ヽヽ′ ′nr．ニ墓ヒヽ▲ト・Lナ．占fナ              青笹ほ汀U）日雲脚寸世江i干‡左U）開発，妻帯⊥⊥b L日日／午、外字芸大芸子ヤlす硝：供某，PP：／Zb，ZUU4・  

小村良太郎，井下田寛，江崎功二郎，村本健一郎，AndrewLiebhold，鎌田直人，斜面方位  

と日射量がナラ類集団枯損の被害発生に及ぼす影響の解析，日本林学会中部支部大会講   

演要旨集，53，pp．12，2004．  

若井基一，′J、山里奈，鎌田直人，昆虫の食害が森林生態系の窒素循環に及ぼす影響 一植   

物種問。昆虫種間の比較－，日本林学会中部支部大会講演要旨集，53，pp．16，2004．  

名相謙吾，小山里奈，鎌田直人，ブナ林における土壌の窒素無機化特性 一標高依存的な   

本種の密度変動との関係－㍉ 日本林学会中部支部大会講演要旨集，53，pp．17，2004．  
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囲久有希，名村謙吾，若井基一，小山里奈，鎌田直人，ブナアオシヤチホコの標高依存的   

大発生とNutrientAvailabilityHypothesisの検証，日本林学会中部支部大会講演要旨   

集，53，pp．17，2004．  

徳永憲治，鎌田直人，ブナにゴールを形成するタマバェの防御戦略（予報），日本林学会中   

部支部大会講演要旨集，53，pp．20，2004．  

MareknlrCani，鎌田直人，江崎功二郎，ResponseofPquercivorustohighconcentration   

Oftanninacidsontreesurface，日本林学会中部支部大会講演要旨集，53，Pp．20，2004．  

井下田寛，江崎功二郎，鎌田直人，光と風が飛翔するカシノナガキクイムシの移動に及ぼ   

す相対的な影響，日本林学会中部支部大会講演要旨集，53，pp．21，2004．  

竹本裕之，伊藤進一郎，光永徹，小林正秀，鎌田直人，カシノナガキクイムシの寄主選択   

に関与する化学成分，日本林学会中部支部大会講演要旨集，53，pp．22，2004．  

山本英詞，久保守，村本健一郎，多時期IKNOS衛星画像を用いた樹冠解析，画像電子学会   

第219回研究会，05－02，pp．43－47，2005，  

名村謙吾，小山里奈，鎌田直人，ブナ林における土壌の窒素無機化特性 一標高依存的な   

本種の密度変動との関係－，日本森林学会中部支部中部森林研究，53，pp．101－104，  

2005．  

徳永憲治，鎌田直人，ブナにゴールを形成するタマバェの防御戦略（予報），日本森林学会   

中部支部中部森林研究，53，pp．105・108，2005．  

MarekTurcani，鎌田直人，江崎功二郎，ResponseofflquercivoruStOhighconcentration   

Oftanninacidsontreesurface，日本森林学会中部支部中部森林研究，53，pp．109－112，  

2005．  

竹本裕之，伊藤進一郎，光永徹，小林正秀，鎌田直人，カシノナガキクイムシの寄主選択   

に関与する化学成分，日本森林学会中部支部中部森林研究，53，pp．117－118，2005．  

井下田乳 小村良太恥 加藤賢隆，江崎功二郎，鎌田直人，林分内におけるナラ枯れとカ   

シノナガキクイムシ個体群の時間的空間的動態ⅩI1日射がカシノナガキクイムシの林   

分内における移動に及ぼす影響，第116回日本森林学会大会学術講演集，4B32，2005．  

小村良太郎，江崎功二郎，小保守，村本健一郎，鎌田直人，高分解能衛星画像によるナラ   

類枯損箇所の抽出手法の開発，第116回日本森林学会大会学術講演集，PA164，2005．  

′、｝仁一l・・「・・1－－」＝▲ 1    ノノ′ ポチエコ＝．「－    1 」▲l∧トh  
l．．もt→    し ′■1．．」＿   ′⊥．．●lコ′．．一′′ ＿＿⊥▲ 珊江別旦八，俊勝男草，小↑勺艮太郎，久悍寸，御影雅宰，村本健一郎，沿海州。韓国で最近   

起こったナラ枯れと今後のナラ枯れ研究の展望について，日本森林学会中部支部大会講   

演要旨集，54，pp．46，2005．  

楊小陽，岡田裕軌唐寧，鳥羽陽，早川和一，中国から日本への燃焼粉塵の長距離輸送に   

関する研究，フォーラム2005：衛生薬学。環境トキシコロジー，2005．  

服部哲幸，唐寧，田村憲治，五十嵐一彦，楊小陽，鳥羽陽，早川和一，東アジアの都市大   

気粉じん中多環芳香族炭化水素及びニトロ多環芳香族炭化水素の組成及び主要発生源   

について，フォーラム2005：衛生薬学。環境トキシコロジー，2005．  
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岡田裕弥，楊小陽，唐寧，鳥羽陽，早川和一，多環芳香族炭化水素の組成に基づく中国で   

発生した燃焼粉じんの日本への長距離輸送の証明，フォーラム2005：衛生薬学。環境   

トキシコロジー，2005．  

鎌田直人，後藤秀章，小村良太郎，久保守，御影雅章，村本健一郎，沿海州・韓国で最近   

起こったナラ枯れと今後のナラ枯れ研究の展望について，日本森林学会中部支部中部森   

林研究，55，2006．  

土屋純一，大久保達弘，船津丸弘樹，鎌田直人，栃木県高原山におけるイヌブナ堅果食性   

昆虫の産卵開始時期，第117回日本森林学会大会学術講演集，2006．   


